
Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績
93.00
91.88

12
12

80
77.42

3,662,200
899,568
14,400
11,562

75.9
81.5
90.0
93.6

12,464,378
12,541,612
▲ 104,566
▲ 104,492
▲ 2,988
▲ 2,985

3
12
3
13

用地取得契約達成率
(契約額/委託額)(％)

Ｂ

4

1

2

3

△

静岡県
道路公社

○

高齢者支援事業実施
団地数（か所）

(一般自動車道事業)
利用者満足度(％)

Ａ

事業受託総数（件） Ａ(一社)ふじの
くにづくり支
援センター

三公社の総務事務、三公社
が行う事業の関連事業、地
方公共団体の行政改革に資
する事業等を執行すること
により、県民福祉の向上と
簡素で効率的な行政運営に
資する

市発注工事の現場監督などの発注者
支援業務を行い、品質を確保しつつ
コスト縮減を図るなど市町から高い
評価を受けている。

道路利用台数（台） Ａ

○○

Ａ

通行料金収入により建設
費を償還する有料道路制
度を活用して、道路整備
施策の一翼を担っている

公共用地、公用地等の取
得、管理、処分等を行うこ
とにより、地域の秩序ある
整備と県民福祉の増進に寄
与する

通行又は利用について料金
を徴収することができる道
路の新設、改築、維持、修
繕、その他の管理を総合的
かつ効率的に行うこと等に
より、地域の幹線道路の整
備を促進して交通の円滑化
を図り、もって住民の福祉
の増進と産業経済の発展に
寄与する

○

公共事業の円滑かつ迅速
な用地取得において、専
門的知識・経験を有する
公社の活用は有益であ
り、人材が不足する市町
等からも事務を受託して
いる

○

技術者が不足する市町へ
の発注関係業務や点検・
パトロール業務など一層
の活躍が期待されている

○
静岡県
住宅供給公社

静岡県
土地開発公社

公有地取得事業
　　　　　（千円）

Ｃ

受託用地事業(千円) Ｂ

H29事業成果
団体名

経常利益（千円） Ａ

職員１人当たり経常
利益（千円）

Ａ

事業受託自治体数
（団体）

団体の必要性

○

団体の設立目的

住宅を必要とする勤労者に
対し、住宅の積立分譲等の
方法により居住環境の良好
な集団住宅及びその用に供
する宅地を供給し、もつて
住民の生活の安定と社会福
祉の増進に寄与する

団体の必要性の評価
(所管課評価)

時代の変遷とともに、公
社の役割を「住宅の供
給」から「住宅の管理」
に見直し、県の住宅行政
の代替・補完する役割を
担っている

(有料道路事業)
償還達成率(％)

Ａ

総括評価
(所管課評価)

県営住宅の効率的な管理と、入居者
に対するサービス向上が図られてい
る

(有料道路事業)
新掛塚橋に未償還額が発生する見込
みであり、道路収入の確保と経費削
減の取組が必要
(一般自動車事業)
全体では利用台数が増加したが、減
少した路線もある

･契約達成率は概ね目標を達成
･安定的な経営を維持するためには事
業量の一層の確保等に努める必要が
ある
･積極的な営業活動により、新たな団
体から用地交渉事務を受託

Ｂ

平成30年度　外郭団体点検評価結果（事業成果、団体の必要性）

県営住宅の入居率
（％）

評価指標(単位)

Ａ

資料３
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Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績

H29事業成果
団体名

団体の必要性

団体の設立目的
団体の必要性の評価
(所管課評価)

総括評価
(所管課評価)

評価指標(単位)

360
350

1,250
1,269

660
733

700,000
624,442
130,000
138,134

90.0
94.1

46,970
47,351

84
81

20,600
13,320

50.0
62.1

10,000
10,605

130
152

3,500
2,859

-
-

7

8

9

5

6
(公財)静岡県
文化財団 Ａ

その他、全14項目中
８項目が目標達成

(公財)静岡県
国際交流協会

外国籍住民支援ｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ相談件数は
目標未達成であるが増加傾向にあ
り、他の目標も順調に推移してい
る。

演劇、舞踊等の舞台芸術に
関し、その創造活動等を行
うことにより、静岡県の芸
術文化の振興を図り、もっ
て香り高い文化の創出に寄
与する

健康寿命の延伸や介護予
防、重度化防止等の取組
の重要性が増し、ノウハ
ウとネットワークを持つ
当財団の必要性は増して
いる

外国人人口は増加傾向に
あり、多文化共生の促進
はさらに必要となり、県
全域を対象に事業を行う
当協会の役割はますます
重要になる

○

○

各種の文化及び芸術の振興
を図る事業並びに国内外と
の交流を図る事業を行うこ
とにより、個性豊かな県民
文化の振興を図り、もって
県民生活の向上と活力あふ
れる郷土づくりに寄与する

本県の文化振興と文化振
興施策推進における役割
を担う県内唯一の公益法
人である

県民に対して優れた舞台
芸術作品の鑑賞機会を提
供し、東京ｵﾘ･ﾊﾟﾗ文化ﾌﾟ
ﾛｸﾞﾗﾑにおいても中心的
な役割を求められている

○

障害者スポーツは専門知
識を要求され、当協会な
しに各種事業の遂行は困
難

(公財)しずお
か健康長寿財
団

(公財)静岡県
障害者スポー
ツ協会

(公財)静岡県
舞台芸術セン
ター

Ｂ

Ｃ

鑑賞者率（％）

Ａ

60代以上のスポーツ
実施率（％）

Ａ

○
Ａ

連携・協働した企業・団
体等の延べ数(団体) Ａ

すこやか長寿祭の参
加者数（人）

中高生舞台芸術鑑賞
事業鑑賞者数(人)

鑑賞者数（人）

グランシップ指定管理の目標14項目
のうち８項目を達成した

○

△

Ｂ

企画事業入場者数
（人）

Ａ

企画事業における満
足度（％）

入館者数（人）

各指標とも目標に向けて着実に進捗
し、目標を達成した。

県障害者スポーツ大会参加選手数
は、目標を下回ったものの、毎年
3,000人程度を保っている。

○

県民の国際理解を深め、県
民の国際交流活動を充実す
るとともに多文化共生社会
の発展に貢献する事業を行
い、世界と調和し発展する
静岡県に寄与する

あらゆる世代の県民の参加
を得て、高齢者をはじめと
する県民の生きがいづくり
と健康づくりを推進するこ
とにより、県民の社会活動
の促進を図り、もって明る
く活力ある長寿社会の実現
に寄与する。
障害者スポーツの振興を図
ることにより、スポーツを
通じて障害者の社会参加を
促進し、もって障害者福祉
の向上を図る

○

海外公演などにより静岡から世界に
向けて舞台芸術を発信する一方、中
高生を対象とした招待公演などの事
業を行い、舞台芸術の裾野の拡大に
寄与している。
中高生鑑賞事業はH28実績を上回る鑑
賞者を予定していたが、学級閉鎖等
により観客数が減少した。

ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ活動件
数（件）

○

外国籍住民支援ｱﾄﾞ
ﾊﾞｲｻﾞｰ相談件数(件)

Ｂ

外国語ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱﾊﾞﾝｸ
登録数（件）

Ａ

Ａ

○

県障害者スポーツ大
会の参加選手数(人) Ｂ

障害者スポーツ応援
隊派遣回数(回)

－
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Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績

H29事業成果
団体名

団体の必要性

団体の設立目的
団体の必要性の評価
(所管課評価)

総括評価
(所管課評価)

評価指標(単位)

84
122
12
14
5
9

7,410
8,569
20,922
20,853

535
349

1,900
1,910
1,348
1,323
20,000
14,095
5,000
4,558
3,500
2,863

750.0
826.9
11.3
12.3
250
257
40
34
58
66
100
98

11

12

13

14

10

Ａ

県民、主として県内の勤労
者及びその家族に対し、総
合的な福祉事業を行ない、
もって県民福祉の増進に寄
与する

静岡県における生活衛生関
係営業の経営の健全化及び
振興を通じてその衛生水準
の維持向上を図り、併せて
利用者又は消費者の利益の
擁護を図る

生産性・収益性の高い農
業の育成、経営意欲のあ
る農業者等の育成・確
保、魅力ある農村環境の
整備のための重要な役割
を担っている

○

○

企業等の農業参入支援、
新規就農者の育成事業に
取り組み、農地の集積・
集約化においても、大き
な役割を果たしている

△

人材確保の観点から企業
の福利厚生充実が求めら
れる中、中小企業従業者
の労働福祉増進に寄与す
る団体としての役割は大
きく、事業効果を高めて
いくことを期待

○

経営基盤の脆弱な中小零
細企業の多い生衛業者の
経営健全化及び衛生水準
の維持向上を図るための
支援を行う団体として不
可欠

○

県臓器移植コーディネー
ターを有する県内唯一の
団体であり、当該法人が
県内の臓器移植の普及啓
発に果たす役割は大きい

○

Ｂ

病院巡回回数（回）

Ａ

Ａ

休憩人員

生活衛生営業に対す
る相談指導件数(件)

農業の法人化等に向
けた派遣(経営体数)

Ｂ

助成事業実施件数
（件）

Ａ

農地中間管理事業貸
付実績(面積：ha)

Ａ

Ａ

Ａ

おおとり荘宿泊人員
（人）

営業指導員による指導業
務の実施状況(件)

Ａ

(一財)静岡県
労働福祉事業
協会

Ｂ

就農等に係る相談
（件）

会議・研修人員(人)

事業目標を全て達成し、十分な効果
が出ている

腎臓移植術による腎臓機能障
害者に対する腎臓機能の付与
に資するため、腎臓移植の普
及促進事業及び腎臓移植と腎
臓病に関する知識の普及啓発
事業等を行い、もって県民の
福祉の向上と健康で活力のあ
る社会の実現に寄与する

×

募金金額（千円）

農地売買支援事業買
入実績(面積：ha)

Ａ

生活衛生関係営業施
設数（件）

Ｂ

Ｃ

Ｃ

標準営業約款登録事
業店舗合計数（件）

(公社)静岡県
農業振興基金
協会

(公社)静岡県
農業振興公社

献腎提供数（件）

生産性及び収益性の高い農
業の育成並びに経営意欲の
ある農業者等の育成及び確
保並びに魅力ある農村環境
の整備に関する事業を行
い、静岡県の農業及び農村
の振興に寄与する

○
(公財)静岡県
生活衛生営業
指導センター

助成事業利用者満足
度（％）

(公財)静岡県
腎臓バンク

会議・研修の利用者は増加したもの
の、宿泊利用者数が伸び悩み、全体
として目標達成に至らなかった

院内移植ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ
研修会実施回数(回)

Ｂ

○

目標を下回った農業の法人化等に向
けた派遣も件数は増加し、事業内容
の見直しにより30年度は目標達成が
期待できる

○

農業経営の改善及び規模の
拡大を促進するとともに、
農業の担い手の確保及び育
成支援を行うことにより、
静岡県の農業の振興と発展
に寄与する

生活衛生施設数が全国的に減少傾向
にあるなか、現状維持を目標として
取り組み、概ね水準を維持してい
る。
相談指導件数は社会情勢等を反映し
て今後の目標値を見直す。（H30下方
修正）

経営目標の達成率はおおむね良好で
ある

Ｂ
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Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績

H29事業成果
団体名

団体の必要性

団体の設立目的
団体の必要性の評価
(所管課評価)

総括評価
(所管課評価)

評価指標(単位)

42
42
100
131

200,000
181,775

85
73
100
106
210
162
70
68
3.2
3.0
12
10

1,050
646
320
323

±20以内
-3.0
35.4

(集計中)
257
373
481
606
29
15

18

15

16

17

企業ニーズは高度・多様
化しており、当団体の専
門性やコーディネート機
能への期待は大きい

沿岸漁業の振興と海洋資源
の培養に関する事業を行
い、もって静岡県の水産業
及び県民生活の向上に寄与
する

○

中小企業等の産業創出の支
援及び経営基盤の強化を図
り、科学技術の研究開発を
促進するとともに、静岡県
が進める新産業集積クラス
ターを推進し、もって静岡
県の産業の発展に寄与する

県内水産業の発展と水産
物の安定供給などの役割
を果たす重要な団体であ
る

○

各種の畜産事業を一括し
て実施できる団体は他に
無く、必要性は非常に高
い

○

･29年度で終了した地域活性化支援事
業は、商品化や販売実績等に多くの
成果を生み出し、県内産業の振興に
大きく貢献した
･新成長産業戦略的育成事業は、事業
の執行状況を踏まえ助成事業の規模
を調整した

地域活性化支援事業の助
成案件の事業化件数(件)

○

しずおかO-CHAﾌﾟﾗｻﾞ
講座開催数（回）

Ａ

Ａ

地域活性化支援事業
の助成件数（件）(公財)静岡県

産業振興財団

Ａ

新成長産業戦略的育成事
業の助成件数（件） Ｃ

(公財)静岡県
漁業振興基金

Ｂ

年間延べ預託頭数達
成率（％）

Ａ(公社)静岡県
畜産協会

ヒラメ放流尾数
（千尾）

Ａ

経常収益に対する経常増
減額の割合(5年平均)(%)

種苗一尾あたり放流
コスト（円/尾）

Ｂ

家畜防疫互助事業の
加入農家率（％）

畜産共進会出品点数
（頭）
酪農ヘルパー参加率
（％）
沿岸漁業生産量全国
シェア（％）

Ｂ

Ａ

マダイ放流尾数
（千尾）

Ｃ

助成件数（件） Ｂ

(公財)世界緑
茶協会

･助成事業は申請内容を精査して採択
しており問題ない
･放流尾数については、年によっては
生産量が不安定なため計画どおりに
放流することが難しいが、安定的な
放流尾数の確保を図る取組が望まれ
る。

○

日本の緑茶の価値を国内
外に普及することで、最
大の産地である本県の地
位向上につなげる役割を
担っている

ｳｪﾌﾞｻｲﾄ/SNSによる情
報発信(投稿数:件) Ａ

ｳｴﾌﾞｻｲﾄ閲覧数
(ページビュー数)

Ｂ

しずおかO-CHAプラザで開催した講座
の利用者アンケートでは満足度が９
割以上であり、国内外に情報発信し
ているウェブやSNSも多くの閲覧者を
獲得している

世界の茶に関する情報の集
積及び発信並びに茶文化の
提案及び普及に関する事業
を行い、茶のある豊かな生
活の実現に寄与する

△

･農家戸数が年々減少しているため、
畜産共進会出品点数が低いことは理
解できる
･家畜防疫互助事業の加入率を上げる
努力を期待する

畜産業を営む者及びその組
織する団体の健全化等に資
する事業の実施を通して、
家畜衛生の向上及び安全な
畜産物の生産性の向上に貢
献し、もって国民に対し安
全で安心な畜産物を安定的
に供給する

△

○

Ｃ
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Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績

H29事業成果
団体名

団体の必要性

団体の設立目的
団体の必要性の評価
(所管課評価)

総括評価
(所管課評価)

評価指標(単位)

100
100

5
7

173
137
100
118

1,500
30,749

25
26
80
80

1,200
758

2,000
2,775

40
38

23

19

20

21

22

静岡県が進めるファルマバ
レープロジェクトを推進
し、医療機関を中心として
医療健康産業が集積する医
療城下町の創生を図り、
もって世界一の健康長寿県
の形成及び地域経済の発展
に寄与する
外国貿易の振興に資するた
め、輸出貨物及び輸入貨物
のコンテナ化及び流通機構
に関する調査、研究、情報
の収集並びに静岡県浜松内
陸コンテナ基地の管理運営
等を行うことにより、静岡
県の産業振興に寄与する
農林水産業及び関連産業分
野における革新的な技術開
発及び事業化を複数の主体
の協働により実現するオー
プンイノベーションの支援
を通じて、産業の振興及び
地域経済の発展に寄与する

職域暴追団体数
（団体）

×

広報事業、相談事業、被害
者に対する救済事業等を行
うことにより、暴力団員に
よる不当な行為の防止及び
これによる被害の救済を図
り、もって安全で住み良い
静岡県づくりに寄与する

財団の存在が、これから
の時代、青少年団体活動
にどう役立つのか具体的
に示し、財団の存在意義
を明確にする必要があ
る。

県内唯一の暴力団排除推
進団体であり、県の条例
で暴力団排除の推進団体
として定められている。

ファルマバレープロジェ
ククトを更に発展させる
ために設置した団体であ
り、プロジェクトの推進
上必要性は極めて高い

AOIﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄにおける産
官学連携とビジネス支援
を担い、県施策を補完す
る重要な役割を担ってい
る

輸出貨物及び輸入貨物の
コンテナ化、浜松内陸コ
ンテナ基地の管理運営、
調査、研究等を行うこと
により産業の振興に寄与
している

静岡県青少年会館の運営を
通して、青少年の心のより
どころを与え、県下青少年
団体の連絡調整及び青少年
教育の場とし、青少年の健
全育成に寄与する

○

○

○

AOIﾌｫｰﾗﾑ参加団体数
（団体）

民間事業者の事業化に向けた取組が
進んでいる

農業及び食品等関連
産業生産額(百万円)

－

○

利用率100％を維持ｺﾝﾃﾅﾌﾚｰﾄｽﾃｰｼｮﾝの利
用率（％）

Ａ

○

Ａ

Ａ

ウェブサイト閲覧数

事業化案件創出数
（件）

Ａ

平成30年４月１日
事業開始

経営戦略セミナー等によ
る人材育成人数(人)

製品化件数

(一財)ふじの
くに医療城下
町推進機構

Ａ

指導者研修事業の参
加者満足度（％）

Ａ

(公財)静岡県
コンテナ輸送
振興協会

(一財)アグリ
オープンイノ
ベーション機
構

Ｂ

･賛助会員数は会費未払いの会員の見
直しによるもので会費収入は微増
･職域暴追団体数は30年度中に達成で
きる見込み

△

Ｂ

不当要求防止責任者
講習受講者数（人）

Ａ

Ｃ
暴力追放友の会会員
(賛助会員)数（人）

アンダンテにおける
回復事例件数（人）

(一財)静岡県
青少年会館

(公財)静岡県
暴力追放運動
推進センター

○

○

アンダンテのカウンセラーの献身的
な相談により効果を上げている
収益の柱である貸館事業は利用者減
少傾向にあり改善が必要

事業開始
H30年度～
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Ａ：目標達成、Ｂ：目標未達成、Ｃ：目標未達成(乖離大) ○：良好、△：要改善、×：抜本的改革を要する

目標
実績

H29事業成果
団体名

団体の必要性

団体の設立目的
団体の必要性の評価
(所管課評価)

総括評価
(所管課評価)

評価指標(単位)

30
30
90

24 90～100
1
1

黒字
黒字

50.0
39.4

72～80
75
20

25 18
2,737
2,583

1,582
1,625

452,059
26 432,079

13
12

220,000
27 238,200

4,830
3,386
12.53
11.29

主としてスルガ銀行株式会
社から委託を受け、次の事
業を営む
印刷業及び製本業務、梱包業及び発
送業務、諸用紙等の保管及び発送業
務、物品の保管・発送業務、清掃業
務ならびに植栽の管理に関する業
務、社内文書等の集配業務、情報処
理業務、前各号付帯する一切の業務

地方鉄道事業等を主に営む
ことを目的とする

○

産学官との交流及び連携の
もとに各種事業を通じて地
域企業の経営基盤強化を図
ることにより、浜松地域は
もとより静岡県の産業経済
の発展に寄与する

沿線地域の基幹的な公共
交通機関として地域の振
興と住民福祉の向上に貢
献している

放置艇の発生防止のため
のパトロール、係船施設
の管理運営、関係機関等
との連絡調整等、財団の
役割は必要不可欠

○

高い障害者雇用率を達成
しているとともに、障害
者雇用を検討している企
業に見学会を行うなど、
障害者雇用への理解を
図っている

西部地域の総合的な産業
支援機関として、国や
県、浜松市と協力し、
光・電子分野等の基幹産
業化を推進している

浜名湖における舟艇等の安
全航行の確保、公共係留施
設の管理運営等を行い、湖
面の総合的な適正利用を促
進するとともに、良好な環
境づくりを推進し、もっ
て、浜名湖の美しさを高め
ることに寄与する

○

○

事業費用に対する人
件費割合（％）

Ａ

(株)エイ・
ピー・アイ

(公財)浜名湖
総合環境財団

粗利益（％）

(公財)浜松地
域イノベー
ション推進機
構

Ｂ

Ｂ

Ａ

障がい者雇用者数
（人）

･用度品の受注の減少、外注費の増加
による減益
･30年４月時点での障がい者雇用者数
は13人となっている（目標達成）

新規艇契約隻数(隻) Ａ

浜名湖安全パトロー
ル実施日数（日）

Ｂ
△

高齢化による係船者減に歯止めをか
ける必要がある

売上高（千円）
△

Ｂ

Ａ

製品化件数は昨年度に引き続き目標
を達成し、講座の満足度、サポイン
の新規採択件数も目標を達成するこ
とができた

人材育成主要講座に
おける満足度（％）

経常利益（千円） Ｃ

サポインの新規提案
採択件数（件）

天竜浜名湖鉄
道(株)

○

○

支援先における製品
化・事業化件数(件)

Ａ

Ａ

Ａ

特殊要因を除いた経
常利益の黒字維持

公共マリーナ等契約
隻数（隻）

年間輸送人員は目標を達成し、旅客
収入も前年度から増加した。

Ａ

年間旅客収入(千円) Ｂ

年間輸送人員(千人)
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